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省エネルギーで動作するスピントロニクデバイスの特性には、磁気緩和の指標であるギルバー

トダンピング定数 αが大きく影響する。そのため、応用の面から低ダンピング材料が求められて

いる。我々はこれまでに、Fe1-xRhx合金薄膜のダンピング定数が x＝0.20付近で α～9×10-4と極めて

小さな値を示すことを報告してきたが[1]、その起源については明らかになっていない。今回我々

はさらに、x＝0.20付近の Fe1-xRhx規則合金薄膜における磁気ダンピング異常を見出したので、報

告する。 

エピタキシャル Fe1-xRhx薄膜 (30nm) を MgO (001) 基板上に分子線エピタキシー法を用いて作

製した。この Fe1-xRhx薄膜の強磁性共鳴を co-planar waveguide とベクトルネットワークアナライ

ザを用いた透過特性により評価した。強磁性共鳴の吸収曲線から共鳴周波数ごとの半値幅 ΔH を

算出し、共鳴周波数に対してプロットした結果を Fig.1に示す。内因性ダンピングに起因する半値

幅の周波数依存性 ΔH =(2π/γ) αf から、x=0.22の薄膜におけるダンピング定数が α＜0となる磁気

ダンピング異常が確認された。また、比較試料として、それぞれ分子線エピタキシー法、スパッ

タ法で作製した Fe薄膜と Ni-Fe薄膜の αを Table 1に示

す。いずれにおいても α＞0 の磁気ダンピング定数が得

られ、磁気ダンピング異常は確認されない。さらに、同

様に作製した x＝0.20付近の Fe1-xRhx薄膜においては、α

～3×10-4＞0 と先行研究に近いダンピング定数を持つ試

料も確認されている。磁気ダンピング異常が見られる 

Fe1-xRhx薄膜と見られない Fe1-xRhx薄膜が存在する原因

については現在調査中である。 
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Table 1. Gilbert damping constants of Fe1-xRhx, Fe, NiFe thin films 

物質 FeRh Fe Ni-Fe 

α  -2.1945×10-3 4.285 ×10-3 9.597 ×10-3 

 

 

Fig.1. FMR linewidth ΔH as a function 

of frequency. 
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